６月定例県議会をふり返って
２０１３年８月　県議会議員　火爪弘子

　安倍内閣が誕生して半年。６月定例議会は、安倍内閣の諸施策に対し、県がいかに対応するかがひとつの焦点となりました。参議院選挙を直後に控え、日本共産党の見解・提案を、わかりやすく示すことも重要です。

知事提出議案のなかでは、県教職員給与の臨時的削減が焦点となりました。
（　予算特別委員会の質問で　）
　私が予算特別委員会で取り上げたのは、①「アベノミクス」と県内経済対策、②ＴＰＰ参加問題、③新幹線建設費の地元負担と並行在来線問題、④障害者差別解消法と富山マラソン、⑤風疹の流行と予防接種、の５点です。

　アベノミクスで大幅な金融緩和が行われても、中小企業には資金はまわりません。県内主要銀行の貸出残高は、軒並み減少しています。

　政府は、金融円滑化法も３月末で打ち切りました。県内でも、官民共同の中小企業再生ファンド「とやま中小企業再生ファンド」が作られましたが、運営会社の親会社幹部は、公然と「企業再生が可能なのは３割」と述べています。金融円滑化法を利用した中小企業の多くが、整理の対象だというのです。答弁にたった県商工労働部長は、経済産業省からの派遣です。これらに対する危機意識は、まったくありませんでした。
　ＴＰＰ参加に反対する大学教員チームのみなさんが、５月から７月にかけて被害予想額の試算結果を公表しています。富山県の被害額は、コメによる所得減２６.３％も、農業生産額の減４３.８％も、全国で最悪です。
知事が明確に「ＴＰＰ反対」を主張すべきです。自民党が公約を破って「ＴＰＰ参加」に舵を切ったため、県議会の自民党もまったく精彩がありません。私たちが、県民のみなさんの運動を激励し、もっともっと頑張らなくてはなりません。
（　「道州制」に富山県知事は慎重　）
　安倍内閣の政策のなかで、知事が慎重論を展開しているのが「道州制」です。したがって今議会では、他会派がこぞってこの問題について取り上げました。知事がいやがるような他の課題に対しても、こうした姿勢を望みたいものです。
（　消費税増税各会連が、消費税増税中止を請願　）

　今議会には、消費税廃止各界連絡会から「請願」が提出され、日本共産党が「消費税増税の中止を求める意見書」を提案しました。議会最終日の本会議では、日本共産党・社民党共同提案となりましたが、他党の反対で否決に。
　しかし、参議院選直後の共同通信の世論調査では、消費税は「５％を維持するのがよう」４０.５％、「引き上げるべきだが、時期を先送りするのがよい
」３５.５％です。

（　障害者差別解消法が成立　）

　６月１９日国会で、障害者差別解消法が成立しました。

　県内障害者団体のみなさんが、この法律の不十分な点を補う差別禁止県条例をつくろうと、熱心に取り組んでいます。積極的に応援したいと思います。
　私の質問に、厚生部長は「障害者団体のみなさんの取り組みは承知している」「法律ができたばかりなので、県としてはまずはその対応に努めたい」と。知事からは「課題は多いが、富山マラソンに車椅子ランナーの参加が可能か検討したい」「レース用車椅子のニーズを把握し、必要であれば拡充する」など、前向きな答弁がありました。

（　県教職員給与の減額、知事が強行　）

　国家公務員給与の臨時削減を、地方公務員にも押し付けた民主党政権。地方が決めてもいないうちに財源である地方交付税と、義務教育国庫負担金を一方的に削った自民・公明政権。いずれも、まったく不当です。
　そして知事も、政府のやり方を批判しながら、結局は「苦渋の決断」などと言って、今年７月から来年３月までの給与７.８％削減を議会に提案したのです。２つの教職員組合などの奮闘で、最終日の本会議では、民主、社民、共産の３会派がいずれも反対討論にたつという、異例の採決となりました。私は反対討論の最後で、それでも討論にさえ立たず黙って賛成する自民党を、率直に批判しました。

（　初めて教育警務委員会に所属　）

　今後２年間は、教育警務委員会の所属です。みなさんのご意見をうかがい、しっかり取り組みます。今回は、体罰問題、学校施設の耐震化とクーラー設置、教員給与削減問題、臨任講師の雇用条件改善、学童保育と放課後子ども教室、を取り上げました。
（　特別委員会の所属は、新幹線・総合交通対策特別委員会　）
　参議院選挙直後の７月２５日には、新幹線・総合交通対策特別委員会が開かれ、約３０分の質問をしました。私の質問に県は、経営分離後の修繕費用を年間約２０億円と答えました。ＪＲ西日本との、保守・点検問題での交渉はますます重要です。
（　参議院選挙で日本共産党が躍進　）

　７月２１日投票の参議院選挙では、自民・公明の与党が多数を獲得する一方、日本共産党が改選３から８議席に躍進しました。この躍進を力に、当面するたたかいにも、議会に全力をあげたいと思います。これからも、よろしくお願いいたします。
